
サツドラグループ健康経営宣言

「健康で明るい社会の実現に貢献する」

この経営理念の実現のため、
積極的に健康経営に取り組むことを宣言いたします。

サツドラグループ

Well-being白書 2024年版（2023年度報告）



サツドラグループ健康経営宣言

ドラッグストアという個人だけではなく地域の
健康課題の解決を目指す企業として、従業員
の一人ひとりが健康でいきいきと働くことがで
きる環境が必要不可欠と考えます。
そして、健康で笑顔あふれる従業員がお客
様にサービスを提供することで、さらなる事業
の発展につながるものと考えています。

そのためにサツドラホールディングスはグ
ループ会社を含めた全社で健康の維持・増
進を重要な経営課題と位置づけ、様々な取り
組みを行っていきます。

代表取締役社長 ＣＥＯ 富山 浩樹





健康経営の推進
「健康で明るい社会の実現に貢献する」というミッションを実現する為には、従業員が健康で

いきいきと安心して働ける環境であることが大前提と考え、グループ全体で健康経営を推進

サツドラグループ健康経営の歩み
2021

• サツドラ健康経営宣言

発信

• 札幌市がん対策認定企業

「プラチナクラス」認定

• 50歳以上の社員に

脳ドックの一部費用補助

• 40・50歳の社員の定期

健康診断に付加健診追加

• 特定保健指導を全員実施

• 新型コロナウィルス対策

• 本社社員へのマッサージ

サービスの提供

• 社員の扶養家族にも34歳

以下の社員と同様の健康

診断項目を希望者に実施

2020

• 育児短時間勤務者の

ガイドライン策定

• 男性の育児参加休暇・育

児休業の連続取得を推奨

• 女性の健康に関する

専門の相談窓口の設置

• 定期健康診断での子宮頸

がん・乳がん検診無償化

• 「輝く女性の健康セミナー」

の開催

～2018

• ワークライフバランスの推進

と女性活躍（2010）

• インフルエンザワクチンの一

部補助開始（2013）

• 本社敷地内及び半径1㎞

以内及び勤務時間中の完

全禁煙（2014）

• ウォーキングイベントの初回

開催（2016）

2019

• 健康経営推進のために専

任の保健師を採用

• 35歳以上の社員の定期健

康診断を生活習慣病予防

健診に変更

• 定期健康診断後の精密検

査対象者への保健指導を

100%実施

• 病気やけがの治療と仕事

の両立支援のルール策定

• インフルエンザワクチン接

種の本社内での実施

2022

• 禁煙ダービー開催

• 本社で朝9:30よりラジオ

体操第一実施

• 月１回ヨガ教室を開催

• 「サツドラウォーク」を活用

し、運動習慣の定着

• 貧血改善支援実施

定期健康診断に血清鉄を

追加し、効果測定

• フィットネスジムの割引制度

を導入

家族（1親等まで）にも

運動の機会を提供

2023

• 禁煙外来費用補助実施

• YOGA NIGHT開催

• オンライン診療でのピル処

方の費用補助実施

• 定期健康診断にフェリチン

を追加し効果測定

• 女性の健康管理について

全従業員研修実施

• 50歳の男性社員に定期健

康診断にT－PSAを追加



「健康で明るい社会の実現に貢献する」の経営理念の実現のため、2019年より積極的に健康経営に取り組ん

できたことが認められ、サツドラグループ4社が健康経営優良法人2024（ホワイト500）に認定。

５. 参考資料

＋健康経営の推進 ＋

健康経営宣言を策定し、健康管理システ

ムを利用した健康情報管理の提供や、社

内ウォーキングイベントの開催、喫煙率低

下に向けた取り組み等を実施。

健康経営宣言の策定

＋健康経営優良法人2024認定＋

サツドラグループ4社が2024年3月11

日に経済産業省と日本健康会議が共同

で選定する「健康経営優良法人2024

（ホワイト500）」に認定。

2025年も認定取得を目指す

＋ 健康経営推進体制＋

担当役員が健康経営管理最高責任者

(CHO)としてコミットメントし、グループ各

社に健康推進担当を設置、協会けんぽと

の連携等グループを横断した体制。

グループを横断した推進体制

健康経営の推進

健康経営優良法人2024（ホワイト500）認定



健康経営の推進

サツドラ
健康重要
課題

喫煙率の

低下

女性の

健康管理

運動習慣の
ある人の
割合増加

最重要
取組項目

2023年実績 2024年目標

喫煙率 １６．９％ １5.0％

喫煙している人は禁煙を。
PMSや婦人科系の不調、貧血なら体調管理を。
BMI25以上なら運動を。

（年度）



健康経営推進体制

役 割

従業員
会社から提供される情報のみならず、自身のヘルスリテラシー向上、ウ
エルビーイングに向けてセルフケアを実施。

統括産業医
健康診断の就業判定、休職復職における就業判定を実施。健康経営推
進のためのアドバイザー。

保健師
健康診断、労災、休職復職対応、ハラスメントや女性の健康問題など各
種相談窓口の担当。労務管理上の問題を抱えた従業員の相談対応を
実施。健康経営推進のための各種施策の企画・計画・実施を担当。

人事運営
グループ

健康経営推進のための担当部署

安全衛生
委員会

労働安全衛生法上の施策について審議。健康経営推進のための施策
についても協議。

労働組合 従業員の立場に立った施策について助言

健康推進
担当者

各グループ会社に健康経営施策について周知・実行。安全衛生委員会
のメンバーでもある。

協会けんぽ
北海道支部

健康増進施策について情報共有し、助言・指導。特定保健指導の委託、
実施について助言。

代表取締役 CEO
健康経営全体方針決定

CHO(健康経営管理最高責任者）
サツドラホールディングス株式会社担当役員

健康経営担当部署
サツドラホール

ディングス株式会社
人事運営グループ
（統括産業医・保健師）労働組合

健康保険組合
協会けんぽ
北海道支部

安全衛生委員会

各グループ会社
健康推進担当者

連携 連携

連携連携

従 業 員

セルフケア
フィードバック

教育・情報提供

サツドラホールディングス株式会社担当役員が健康経営管理最高責任者（ＣＨ
Ｏ）としてコミットメントし、統括産業医、保健師、人事運営グループ、労働組合を構
成メンバーとしてグループを横断した推進体制をとっています。
また、協会けんぽ北海道支部とも連携し、経営戦略の観点からグループ各社の社
員の健康推進・増進のための施策を検討・実施しています。
グループ各社に健康推進担当者を置き、主体的に健康経営の推進に取り組んで
います。



戦略マップ２０２４年度



データで見るサツドラ健康経営

健康診断からみた

サツドラ
（2024年7月時点）

精密検査者の保健指導は保健師が配置された2019年から開始し毎年１００％実施。
特定保健指導は協会けんぽ北海道支部の委託を受けて2021年度から開始し、社内の対象
者の初回面談実施率は99.4％となっています。健康診断後の精密検査受診率
は2023年度は80.1％と高い受診率を維持しています。保健指導の結果、従業員の高い
ヘルスリテラシーが維持されていると言えます。

　

全社員健診

受診率

社保加入者

健診受診率

要精密検査者

保健指導

実施率

特定保健指導

実施率

精密検査

受診率

適正体重

維持者率

血圧

リスク者率

血糖リスクと

考えられる人

の割合

糖尿病管理

不良者率

2023年度 96.4% 100.0% 100.0% 99.4% 80.1% 63.35% 0.30% 0.30% 0.60%

2022年度 96.9% 100.0% 100.0% 100.0% 74.1% 63.70% 0.75% 0.25% 0.44%

2021年度 97.3% 100.0% 100.0% 100.0% 78.5% 64.78% 0.61% 0.41% 0.55%

2020年度 97.1% 100.0% 100.0% － 78.8% 65.42% 0.82% 0.08% 0.41%

2019年度 97.4% 100.0% 100.0% － 35.1% 65.50% 1.31% 0.33% 0.41%

2018年度 89.9% 91.4% － － － － － － －

2017年度 88.3% 91.0% － － － － － － －



従業員満足度

70% ７４％

データで見るサツドラ健康経営

健康経営に対する従業員満足度

とても満足
21％

満足５３％

2022年

健康経営を開始して5年。各施策に対
する従業員の認知度が上がり、満足度
も高い状態で推移しています。

2023年

(2023,N=3265)
（年度）



データで見るサツドラ健康経営

特定保健指導

特定保健指導からみた

サツドラ
（２０２３年４月～
２０２４年７月実施分）

運動改善

5１%

喫煙率

20%

改善

66%

変化なし

34%

悪化 0%

食事

食事改善

６6%

改善

51%
変化なし

48%

悪化 1%

運動

吸わない

74%

禁煙中

6%

禁煙したが今は吸っている

1%

禁煙の意思なし

19%

喫煙

2023年度に実施した定期健診に基づく対象者158名のうち、休職者を除く全員の初回面談が終了し、実施率９９．４％達成。
特定保健指導修了者は94名。残り64名は継続支援中。
積極的支援が39％（62名）、動機付け支援が59％（93名）、動機付け支援が2％（3名）でした。

■平均体重減少値（本人計測値）

全体で-1.1㎏、積極的支援で-1.9㎏、動機づけ支援で-1.0㎏
■平均腹囲減少値（本人報告値）

全体で-1.2㎝、積極的支援で-2.0㎝、動機づけ支援で-1.1cm

特定保健指導を通して食習慣と運動習慣を改善できた対象者が半数以上を占め、
生活習慣病予防のための自主的な取り組みを促すことができました。



80.4%

76.3%

全社89.3%

99.9% 100.0%

97.2% 97.9% 98.1%
99.7%

96.6％
社内必須

96.6%

14.1%
13.0%

高ストレス者率

11.4%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

ストレスチェック受検率

全社受検率（パート・アルバイト等含む全従業員）
会社必須受検率（本社社保加入者+正社員）
高ストレス者率（全社）

データで見るサツドラ健康経営

ストレスチェック

□法定対象者の

高い受検率維持！
□全従業員の受検率大幅ＵＰ！
□高ストレス者率減少！

毎年ストレスチェックを利用してセルフケ
アのきっかけとしています。結果の見方や
お悩みは保健師にいつでも相談できます。
他にも心と体、ハラスメント、女性の健康、
障がいなどどんなことでも保健師が関係
部署と連携して対応しています。

受検率大幅UP↑

高ストレス者減↓

（年度）



データで見るサツドラ健康経営

喫煙率と禁煙行動ステージ

年々低下中

準備期・関心期が全員禁煙すると
喫煙率14.2％

22.2%

18.1%
男性

18.1%

18.1%

16.7%
女性16.2%

19.3%

17.1% 全社16.9%

15.0%

16.0%

17.0%

18.0%

19.0%

20.0%

21.0%

22.0%

23.0%

2021 2022 2023

喫煙率の推移

男性

女性

全体

目標

17

13

4

76

51

25

463

326

137

0 100 200 300 400 500 600

全

女性

男性

喫煙者の禁煙行動ステージ
女性411人・男性１８４人 全５９５人

維持期 実行期 準備期 関心期 無関心期

無関心期（禁煙意思なし）

準備期・関心期（禁煙意思あり）

維持期・実行期（禁煙中１年未満）

最重要取組項目
喫煙率低下

目標15.0%
禁煙意思のある者が挑戦しやすく
継続できるよう環境を整えます（年度）



データで見るサツドラ健康経営

自覚症状
小売業であり重量物の取り扱いが多いことから

肩こり
目の疲れ
疲れやすい
腰痛 が上位にくる結果に。

労災予防としても腰痛対策は重点的に取り組んでいます。
女性の場合、疲れやすさは貧血の症状としても出現していることもある
ため、女性の健康管理は健康重要課題として取り組んでいます。
目の疲れは視力低下が原因の一つです。今後も眼科の受診勧奨を継
続していきます。

業務に特徴的なもの

女性特有の症状

0 1000 2000

氷食症
食欲がない
せき・たん

息切れ・動悸
手足のしびれ

頻尿
耳鳴り

やる気が出ない
不眠

下痢・便秘
のどが渇く
胃痛・腹痛
生理痛
むくみ
イライラ

めまい・立ちくらみ
頭痛
腰痛

疲れやすい
目の疲れ
肩こり

人

自覚症状（複数回答可）n=3,265

女性 男性

女性の３人に１人が
生理痛を自覚



データで見るサツドラ健康経営

ヘルスリテラシー

貧血を意識する女性 わずか44%

長年、貧血のまま放置
生産性低下・易疲労

・全従業員研修「女性の健康」実施
・貧血検査項目追加→保健指導強化

リテラシー向上を目指す

（年度）



データで見るサツドラ健康経営

ヘルスリテラシー：月経

39％

57％
57％

35％

５％

20-30代の57%が
生理痛あり→生産性に影響

女性自身が毎月の月経とのつきあい方の
リテラシーを高める必要あり

・全従業員研修「女性の健康」実施
・「低用量ピル」半額費用補助開始



データで見るサツドラ健康経営

ヘルスリテラシー：全従業員研修

さらに
階層別研修も

新入社員 ４８人

新任店長・薬局長研修 ２０人

メンター研修 ４７人

研修「女性の健康」受講者
（ＰＭＳ・更年期障害・貧血）

98%
3396名

＼男性も受講／

・女性の健康管理を最重要健康課題に設定

・男女問わず女性の健康について
理解を深める場を提供

女性の
生産性向上

サツドラは女性が７割

全従業員研修「女性の健康」実施

サツドラの
生産性向上＝



データで見るサツドラ健康経営

運動習慣

ラジオ体操第1 （毎朝・本社にて）
ヨガ教室 （日中・夜・親子）
ウォーキングイベント （全社・年2回）
部活動への活動費補助（21部活動）
スポーツクラブ割引 （全国各地）

サツドラ健康重要課題

目標 ２０２７年度 ３０％
24.3％

N=3,265

急増中↑

運動習慣のある従業員

年々 増加中↑↑

きっかけづくり

（年度）



データで見るサツドラ健康経営

運動習慣：ウォーキングイベント

社内ウォーキングイベント
参加者数

延べ１１５２名！

全従業員を対象とした、このウォーキング大会の目的は
・従業員の運動習慣の定着
・コミュニケーションの活性化

年2回開催のイベントには2つのコースが設定され、店舗・本社・グループ会
社問わず1日3,000歩コースには延べ６２７名、1日8,000歩コースには延
べ５２５名、延べ１１５２名が参加しました。
チームで歩数の順位を競って盛り上がりました。

◼ 休日にたくさん歩きました。こんなずぼらな私でも頑張
れたことが自分でもびっくりです！

◼ 中間発表をイベント参加者のみならず、朝礼で全員に
伝えて、順位の高さに盛り上がっていました。
過程を楽しんでいたので2位でとても嬉しいです。

◼ モチベーションを保つために、常に前向きに！をモットー
にしていました。目指せ市内No.1の店舗ということで、
これからも頑張りたいと思います。

参加者の声



データで見るサツドラ健康経営

睡眠時間と睡眠の質

睡眠時間確保
↓

サツドラの生産性向上

従業員の約半数が不満
特に６時間未満は不満が多数



データで見るサツドラ健康経営

睡眠のさまたげと質の向上

約４０％

下位

業務外の要因への対策が課題



データで見るサツドラ健康経営

労働災害発生状況

２０１９年度
労災発生状況の
集計と対策開始

労働災害の発生状況
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半減

２０２３年度
約半減

・冬の凍結路面での転倒
降雪前に注意喚起し大幅に減少

・毎月全従業員へ周知
労働災害の発生状況・原因・対策について
写真やイラストで視覚的にわかりやすく工夫

（年度）



データで見るサツドラ健康経営

正社員の働き方

正社員の働き方
２０１９～２０２３年度

正社員の平均月間所定労働時間（残業時間）は２０１９年度は
新型コロナ感染による休職者が相次ぎ、出勤者がサポートに
入ったため残業時間が増加しています。
２０２０年度、２０２１年度は減少傾向にあったものの、２０２２年度
は新店オープンが相次いだことと、長期の休職者のフォローの
ために残業時間が増加しています。
２０２３年度は残業時間が大幅に減っています。
年次有給休暇取得率は増加しており、ワーク・ライフ・バランスを
意識した働き方が根付いてきたことが伺えます。0%
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平均所定外労働時間 ４.３時間
平均年次有給取得率 ６２．９％

（年度）



データで見るサツドラ健康経営

プレゼンティーイズム
SPQ 東大１項目版
（出勤はしているものの健康上の問題によって完全な業務パフォーマンスが出せない状況）

90％以上の高い労働生産性を

発揮できる従業員の割合が増加！

2023年
女性７７．７％
男性７８．７％

全体７８．０％ のパフォーマンス状態

健康経営を推進することによって最終的な健康目
標であるプレゼンティーイズムの低減につながって
いることがわかります。



平均1.99日/人
（期末時点人員3,502人の平均）

休職者数 179人
(病気やけがで７日以上お休みした者）

総休職日数 6,977日
(19年1か月） 前年比＋３人,＋94日

病欠により労働力を損失した日数

データで見るサツドラ健康経営

アブセンティーイズム

・けが予防の啓発活動
・婦人科がん検診の
さらなる受診率向上
・勤怠不良者への迅速な支援

がん・メンタル不調の
早期発見・早期治療

けが予防



ヘルスリテラシー向上のための取り組み

健康に関する様々なコンテンツ動画や情報を社員全員に配信。
いつでもどこでも好きな時間に視聴できるようにし、ヘルスリテラシー
の向上のための取り組みを行っています。



ヘルスリテラシー向上のための取り組み

自動販売機の飲料の糖分量を表示

普段利用する休憩スペースに設置してある自動販売機
の飲み物の糖分量を表示。
飲んだ飲み物の成分表示を見る習慣をつけることで、
「砂糖が多く含まれている可能性がある」という意識を
持つきっかけ作りをしています。

社内広報でも産業保健スタッ
フが栄養成分表示について
解説しています。



「８日はヨガの日」として運動習慣の
定着と肩こり・腰痛予防対策のため
２０２２年６月より月１回ヨガ教室を
開催。オンライン参加やアーカイブ配
信にも対応して、いつでも・どこでも
視聴してヨガができる環境を整えて
います。
また、週末の疲れを癒すための
YOGA NIGHTも開催。

社内にバランスボー
ルを各所に設置。必
要時利用して体幹を
鍛えることもできます。

運動習慣の定着のために本社
で毎日９：３０にラジオ体操第1を
実施。
約４００もの筋肉を使うラジオ体
操第1を行うことで、肩こり・腰痛
予防対策に取り組んでいます。

サツドラにおけるWell-being

運動機会の創出

立って会議をするス
ペースもあります。
座ったままよりもアイ
デアが浮かんできます。

ヨガ ラジオ体操 立位椅子



サッポロドラッグストアー社内に向けて、ウォーキング大会や本社にお
ける毎朝定例でラジオ体操の実施、ヨガ教室の開催（昼の部・夜の
部・親⼦対象）、部活動の活動費補助などの取り組みが評価され、従
業員がスポーツに親しめる環境づくりを進める企業として
スポーツエールカンパニーに認定されました。

サツドラにおけるWell-being

従業員主体の部活動

２１部活動
が活動中



生産性の低下予防のために休憩スペースを設置し、
リフレッシュできるようにしています

フリーアドレスなので、好きな場所で業務が出来ます。
もちろん、好きな場所で休憩もとれます。

本社内にブックラウンジがあり、約3000冊の本を自由に
閲覧できます。従業員への貸し出しも無料で行っています。
ブックラウンジはシェアスペースにもなっているため、他企
業の方との情報交換の場にもなっています。

サツドラにおけるWell-being

快適な職場環境



本社トイレに「ひめごとBOX」を設置し、生理用ナプキンの持ち運びなど
の心理的負担をなくしています。

オンラインピル処方アプリのスマルナを導入し、費用の半額を補助して
います。
１８～３９歳の女性従業員は雇用区分関係なく利用できます。
広い北海道で近くに婦人科のない地域でも専門医の診察を受け、継
続して服薬することが可能となります。
サツドラの７割を占める女性従業員の体調改善により、作業効率や集
中力などパフォーマンス向上を目指しています。

２０２４年４月からは育児短時間勤務の方がより安心して働くことがで
きることを目的に、育児時短勤務が可能な期間を【１２歳（小学校６年
生）】までと拡大し、支援の幅が広がりました。
また、時短勤務店長が働きやすいようにフォロー体制を整えています。

サツドラにおけるWell-being

女性の快適職場



日頃の感謝を届けるありがとうメッセー
ジを部門ごとに紹介。
日頃の業務の中のちょっとした場面や大
事な場面で助けてくれる仲間に

「ありがとう」を送っています。
チーム内のモチベーションや心理的安全
性を高めます。

サツドラにおけるWell-being

ありがとうメッセージ



障がいを持っている方がやりがいをもって働けるようにサポートをしています。
入社時には、本人だけではなく、高等支援学校の先生、就労移行支援事業所の支援員、家族、自治体の保健
師、サツドラの保健師、採用担当者など関係者でケア会議を開催。
障がい特性に合わせた配慮や、サツドラの働き方について一緒に考えていきます。

一緒に働く従業員が配慮事項を理解しサポートすることで
障がい者の方が働きやすい環境を整えています。

登録販売者の資格取得についてもサポートを行っています。
社内広報にも資格取得までの様子を掲載しています。

サツドラにおけるWell-being

障がい者活躍

私は身体障がいがあり、みなさんと同じよう
に品出しなどの作業をすることが難しいです。
登録販売者の資格をとることは
自分が会社や社会に貢献できる一つの方法
だと感じ、受験しました！



女性活躍推進へ、「えるぼし」を取得
女性が活躍する機会が多いドラッグストア。
サツドラでは、女性活躍推進に関する取組みが優良な企業に対して与えられる、厚生労
働大臣認定の「えるぼし」最高位である３段階目の認定マークを取得しました。今後も女
性が活躍できる雇用環境の整備に努めてまいります。

次世代育成支援対策推進法に基づき行動計画を策定した企業のうち、行動計画に定め
た目標を達成し、一定の要件を満たした企業が認定される「くるみん認定」を、
２０２１年６月２５日に受けました。

サツドラにおけるWell-being



D&I AWARD ２０２３にて「ベストワークプレイス」認定
株式会社JobRainbowが主催する「D&I AWARD ２０２３」において、
「ベストワークプレイス」認定を取得いたしました。

札幌市が「仕事と子育ての両立」を支援するため、２００８年からワーク・ライフ・バ
ランス推進事業を実施し、ワーク・ライフ・バランスに積極的に取り組む企業を独自
の基準で認証している「ワーク・ライフ・バランスplusステップ３」に認定されました。

ダイバーシティが叫ばれる近年、サツドラでも年齢や性別、国籍など関係なく
多様な人材が活躍しています。
２０１８年３月２６日、札幌市からLGBTに関して取組みを推進していることを評価
され、星２つの登録をいただきました。
その後、取組項目数が増えて最高ランクの星３つに登録されました。

サツドラにおけるWell-being



がん検診の受診促進、がん患者に対する就労支援、たばこ対策の推進などの取り
組みが認められ、グループ会社4社が「北海道がん対策サポート企業」に認定され
ました。

「北海道のきれいな空気の施設」「札幌市禁煙施設」に登録されました。
サツドラでは健康増進法に基づく受動喫煙対策に積極的に取り組んでおり、
全事業所を敷地内禁煙としています。

「苫小牧市空気もおいしい施設」に認定されました。
適切な方法で受動喫煙防止対策に取り組み、従業員ならびに利用者全ての方を受
動喫煙から守るとともに、市内店舗の模範となっていることが評価されました。

サツドラにおけるWell-being



従業員の家族にも健康を。安心して働くことができるのは、家族が健康だからこそ。
家族にも以下のようなサービスを提供しています。

◼ 健康診断を社員と同価格の特別金額で実施
◼ 家族からの相談対応
◼ 休職中および復帰後の従業員の家族の相談対応
◼ 親子ヨガの実施
◼ 月１回のヨガ教室はオンラインで参加可能
◼ 特定保健指導の重要性の周知

子育て中の社員が気兼ねなく集まって、仲間づくりが
できる場として親子ヨガイベントを開催。運動不足・ス
トレス解消の場にもなっています。

サツドラにおけるWell-being

家族にも安心を届ける



商品開発やデータサイエンスにおいて学生に
実践的な学びの場を提供しています。

従業員だけではなく、サツドラという企業を通し
て北海道の学生が活躍できるよう、支援してい
ます。
地域に根差した企業として、地域の皆さんの
Well-beingに貢献していきます。

サツドラにおけるWell-being

学生の皆さんと共に



これからもサツドラグループは
社員一人ひとりが、
ヘルスリテラシーを高め

人生をより良く過ごしていけるよう
取り組んでいきます。


